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信

?
i
t
s
-
2
 

2
草

花

な

ど

を

紹

介

す
る
場
に
し
て
〈

Z
ぃ
.

E
主

に

入

2
書
や

そ
の
ヨ

I
ス
(
翁
良
市
内
〕
ふ

と
見
つ
げ
た
自
然
、
重
た
わ
が
家

の
ユ
ユ

l
夕
立
ア
4
E7
7
aγ
〈
ふ

;
5
?
E
i
 

で
の
楽
L
い

臣

、
い
ろ
い
ろ
信

自
主
君
主

t
・

必
使

O
A電
信
で
も
蛸
禍
で

す
V

は

也
市
役
所
広
組
欄
公
聴
思

〔鑑
了
間
一

一象
大
路
宙
開
一
了
自

1

1
g
@
1
1
1
1
v
b
 

川 崎 良 治 (57"-)

t広象ミ..町

悲
劇
の
両
王
子
の

石
仏
を
た
す
ね
て

い

a
z
i
z
z

へ』

l
iき
i餅

E・
こ
の
あ
た
り
は
と
〈
に

t
b

t
u面
か

で
あ
る
が

E
u

-
-F
7
2
?
 

令
ン
グ
と
し
・
れ
て
ら
で
は
い
か
が
だ

ぞ
う
よ
う

E
Z
E
1
5

嘗 柑 t!..，，ヒところ ζ
はお地穫さまが多〈みられ

る.雄元の人の医では疫網

や災いが村に入うて"の

を防ぐた~ r: 1eラ たという.

名
前
の
売
れ
て
い
る
里
仏
間

E
E
2
2
S
S
E
 

R
f
E
tミ
た

と

え

ば

中

山
町

tzhfと
Zの

ま

量

ι
、
員

手

の

E
Z

る
・
忍
鮒
王
子
札
山
出
ズ
皇
(
第
十
岡

代
V
L
C

、
そ
の
皇
妃
で
そ
允
大
中
姫

と
の
刷
に
生
ま
れ
た
由
季
で
あ
る
a

と

i
i
 

こ
ろ
が

E芙
T
E
a
-

2
Eと
の
聞
に
生
ま
れ

た

里

《

i
i
a
i
s

-備検
F
U
H聞
も
で
翠
餓
王
子
U
同
債

の
見
轟
証
明
ギ
字

主
J
e』
れ

を
?
し

た
・
し
か
し

連
10

棚
功
尽
后

が
男
纏
し
て

a

zm
王
子
と
忍
鱒

亨
一平
会
吋
ち

政
権
自
分
の

息
子
に

i
せ

る
の
で
る
る・

詰
の
手
だ
げ
に
そ
の
真
実
は

じ
た
い
何
ぜ
た
の
だ
ろ
う
・

2

4
 

2
f
i
t
-でお

り

?

に

軍

基

に

か

け

t

i
i
!
?
 

見

τ也
少
か
れ
て
み
て
肱
い
か
が

Z
ろ

-
う
河
島
珊
町
&
北
へ
行
く
と
古
く
同
万

簸
里

見

b
E
a
t
Eちゃ

z
i
;
i
f』

へ

こ
の

?

を
東

ヘ

?

と

E

山
や
M
F
り
f
ム
ラ
ン
ト
台
函
へ

-
E
へ

?

と

E
S山
方
面
、
了

LE

i
t
-
-

は
い
か
が
ど
ろ
う
・

@ 

9 



西
部
公
民
館

。
転
勤
奥
さ
ま
教
室
e

に
参
加
し
て

北
経
典
白ナ
丘

4
T
H

目

下

4宮

子

3
4誌に
Z
「

W
9
1

ね
ん
大
阪
』
と
言
い
出
し
E
ろ
、
訳

1
1
i
k
l
 

増
に
広
回
し
で
き
f

た
・

『ぼ
ち
ぼ
ろ
で
ん
匂
あ
L

何
げ

?

一聞
く
そ
ん
品
い
古
彫

t

R

た

査

の

人

情

M

Z

E

E

f

a

い

と

ZE

E

-

ン
パ
ー
で
包
傘
温
想
膨

を
厳
し
む
d
p

《
ヲ
ド
タ
ウ
ン
に
め

り
が
色
也
よ
う
に

目

t異
常

2
6ま

り
返
う
て
い
ま
す
・
ζ

の骨
E
置の

在

;
iど盟

の
ほ
い
と
ζ

ろ

に

2

ょ
う
で
す
『ビ
ー
ル
の
よ
う
で

ピ
l
ん
で
佳
い
」

第
飲
純
金
祉
の
テ
レ

ピ
ヨ
マ
lhγ
今
ん
を

以
前
ド
見
た
ζ

と
が
あ

り
ま
す

こ

れ

は

必

畑
に
弱
い
人
が
む
酒

を
飲
め
る
人
L
C

一緒

ι

会
を
持
勺
た
と
倉
、
庖

が
白
Z
い
よ
う
に
考

え
出
さ
れ
化
E
で
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
ぜ
ん
-

i民
で
あ
り

2
ら

Z

E

と

し

で

の

z

f

と

そ
れ
ほ
ノ
ン
ア
ル
ヨ
1
ル
の
ピ
1

2
似
た
E
E
包
い
か
と
考
え
ま

し
た
・「司
じ
飲

ι忽
，
a
勺
て
み
ムにい
」

そ
う
?
で
み
る
の
俗
語
の
こ
と

で
す
・
と

こ

ろ

で

E

E

広

E

d

b
L
占
ん
行
よ
り
e

を
見
て
い
ま
す
L
C
、

2

2

2

の

公

民

館

て

E

皇
室
」
が
・
さ
れ
て
い
る
の
に
気

付
〈
ほ
ず
で
す

弘
も
西
館
公
民
館
主
峰
の

2
L
駆動
a突

き

i
e
F
P
i
t

t
T
E
i高

官
、
月
に

-
R
里

化

財

保

書

iの
1先
生

6
1

5
ら

宣

の

t

T

宮
殿

T

I

z

-

-

『守

で

信

号

E

ん

も

の

E

E

E

T

E

?

J

Z

 

声
に
応
之
る
か
の
よ
う
匂
新
興
住
宅

s

h

i

t

の

干

の

西
空
躍
は
り
で
は
の
金
警
の
で

す

「
干
の

m品
で

凶

あ

i

z

-

z

t

Z

E

E

-

副

主

z

p

t

z

f

f

T

E

代
E

2

2

が
て
大
和
の
人
情
車
、
ふ
れ
て
も
z
り

U

た
い
の
で
す
」

E
Z
く
一
t
E
な
と
こ
ろ

自
E

言
い
合
う
的

よ
う
に
忽
り
ど
い

2

2

品

う

て

き
た
よ
う
で
す
・

「今
径
ぜ
医
奥

?

の

か

』

喜
え
て
み
ま

L
t

!
?
 

t。
、
岡
高
地

1
1
 

あ
げ
〈
の
は
て
に
は
、

量
産
の
聞
で
俗

言
寄
百
円

高
収
入

高
学

wo

喜
J
、韓条

件
ま
で
マ
ル
高
時
代

で
すそ
ん
江
市
引
で
弘

2

2

2

q

 

i

A

室

長

に

す

i

の

E

に

つ

い

て

、

f

s

E

Z

る
岨
慣
が
、
多
〈
与
え
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す2

2

2

自

然

の

移
り
変
わ

り

に

雪

量

t

f

f

語

"

草
花
の
き

E
1一
度
問
い

直
し
て
み
る
必
慢
を
略
じ

aez」りれ重

L
た・

『E

S

E

-

S

2

2

く
座
視
に
入
Z

士

宮
前
左
組
が
目
下
さ
と

で
往
く
だ
れ
で
も
ち
Ea
う
と
幽
か

げ

て

t

i

t

-

、
て

〈

り

し
て
も
Z
品
で
す
」

「
そ
う
い
う
警
官
た
い
の
で
す
」

S

L

A

昔

、
毎

関

空

自
2
2
に
官
れ
て
い
る
ぜ
い

か
!
;

!
!
?
 

と

f
i
t
-たち

で

す

;
3
i
e
i

で
す
・F
3
7、
5
2

U

せ

qaく
先
生
に
わ
か
り
や
す
《

E
し
て
い
た
佐
い
て
;

i

fの
人
た
ち
q
E
差
へ
被

け
て
い
る
よ
う
で
す
・
で
も
、
殺
陣
か

富
ず
る
う
ち
に
す
ば
ら
し
い
F

i

『文
化
」
と
い

i

埋

て

し

ま

う

と

す

べ

て

f

F

Z

J

し

ま

い

ま

す

が

2

2

g
z
-
u
ほ
ど
、
そ
の
内
実
そ
次

主
う
世
代
へ
明
り
か
に
し

5
く
必

事
2
の
で
は
は
い
か
と
?
で
み

る
ひ
と
の
で
す
・



新
し
い
戸
籍
は
正
し
い
字
で

平
成

3
年
1
月
1
日
か
ら

i
i
l
i
-

-
i
tる場合
は
ど
、

い
ろ
い
ろ

U
と
こ
ろ
で
留
さ
れ
て
も

-ze'
・
こ
め
よ
う
に

i
?と
し

て
の

1

2
8
2

文
得
と
し
て
貫
裂
は
も
の
で
す
か
旬

E
Lい
文
字
で
量
す
る
必

E
t

a---
し
か
し
、

戸色
調
の
ゆ
ふ

M

氏
名
が

聖
f
L障
害

E
E
t

t
t
t
z・
そ
の
た
め

官

八
差
是

E
E
l
-
Eじ

枕

i
t
a
t
-る

人
々
も
あ
る
よ
う
で
す
・

ぎる、
E

4

A

1
日
以
後

処

今

ま

で

の

戸

型

車

草

で

草
さ
れ
て
い
る
長

E
T
L戸
-

L
s
i
t
-与を
m

L
S
ζ
と
に
盆
り
ま
L
た
@
た
ど
し
、

使
剤
"
度
が
高
い
田
文
字
《
下
波

同

Z
に
つ
い
て
は
買

t品
開

S
E
t
tく
わ
し
く
は

E

所
有
奥
田
ヘ

《
雷
@
1
1
1
1
1

新

し

い

戸

籍

に

は

E
L
い

字

で

記

駆

川

従
来
の
戸
益
に
民
a
E
M
V
-
m
F

俗

字

で

量

E
t
f
zい
で
、

つ
ぎ
の
よ
う
信

号

E
T
-

-
に
正
し
い
雪
量
し
ま
す
・

-E、
長

忽

ど
に
よ
勺
て
新
し
く

戸出帽
を
作
る
場
合

-草

E
2
2
J宮
戸

寄

へ入手

i

i
i
1
5
2
 

仰

観

字

俗

学

血
管
正
し
い
字
で
民
話

E
習にほ

E
G
Z
H

F
F
t
i
i
 

り
を
し
ま
す
@

即
総
手
の
う
ち
、
「
高
」
と
か
「
a岡
」

2

E
P
2の字
に
つ

L
E

E
-
t
L
1・

申

し

出

で

正

L
U字
に

訂

正

す

る

こ

と

も

可

飽

現
径
の
戸
箇
帽に

つ
い
で
ω
峰
、
そ
の
ま

1
E
L
主
主
事
室
せ
ん
が

剛
し
出

lt
て

い

つ

で

占

織
に

E
さ

れ

て

い

る

草

堅

金

E
L

い

Z
E
E
-
」

S
E
E-

萌

し

出

で

獲

し

い

字

体

を

。

さ

し

い

字

体

に

変

更

可

戸
繍
に
草
さ
れ
て
レ
る
一氏

E例

え

i
z
i
i
iて

い
る
化
め
不
便
を
眠
じ
て
い
る
人
怯

ー

に

よ

り

、
そ
の
字

f
E

品

五

《

市

古

vZる
「
辺
」

に事

2
4
2す

i
1
i
i;
 

が
り
を

F
Sに
添
え
た

E
2

3
2
1
2
g
 

型

軽

の

ZV盟
理

で

す

・

ヨ提

氏
又
は
名
の
配
舗
に
湖
、
る
こ
と
の
で
き
る
俗
字
血
友

舵釣

船鈎--
舘
(
館
)

兎
(
兎
)

情
(
儲
)

湖
(
謝
)

阿桑

柳 桑

• 2 
Z
Z福
じ

て

量

L

主
主

唖
(
墜
)

厩
(
厳
)

晦
(
晦
)

温
(
濯
)

饗
(
饗
)

悔
(
倦
)

蔭

雇

明
(
仙
明
)

蝿
(
錫
)

痩
(
痩
)

箪
(
箪
)

箔
(
調
理

棟
(
構
)

迩
(
湿
)

醗

(

極
圏

)

瞥
(
瞥
)

儲
(
他
陣
)

煉
{
煉
)

進
(
這
)

噂
(
噂
)

鮪
(
姻
)

翰
(
粉
)

僅
(
僅
)

捲
(
繕
)

繍
(
錆
)

廠
(
廠
)

探
(
機
)

遜
(
遜
)

瀦
(
漏
)

a
m
(
溺
)

祷
(
濁
)

祢
(
鯛
)

叛
(
鍍
)

庖
(
庖
)

餅
(
餅
)

榔
(
榔
)

穐
(
穐
〉

餌
(
餌
)

拠
{
地
市
)

棟
(
錬
)

躯
(
躯
)

鹸
(
雌
)

鋪
(
信
明
)

孫
(
孫
)

煽
(
燭
)

瞬
(
親
)

捗
(
捗
)

場
(
甥
)

祷
(
諸
情
)

忠
雄
(
嚢

)

鍾
(
緬
)

蓬
(
蓬
)

夜
(
薮
)

篭
(
縫
)

鯵
(
鯵
)

焔
(
焔
)

葛
(
穂
)

翫
(
叡
)

蝋鑓嫡遠遺訓静顛極腿賊醤償 費ま様
~~~~~~~~--~~~~~ 

鰻鑓鯛逼遁議事顛鑓斑賎錨績修櫛
----------'-''-''-''-''-''-'-''-''-''-' 

高
(
高
)

賓
(
賓
)

飴
(
飴
)

襖
(
後
)

給
(
鞄
)

徹
{
彼
)

屑
(
屑
)

策
(
巷
)

様
(
繍
)

鞘
(
幽
明
)

噌
(
噌
)

蛸
(
鮪
)

鎚
(
鑓
)

堵
(
堵
)

遁
(
遁
)

蝿
(
蝿
)

絵
(
樽
)

鱒
(
嶋
崎
)

愈
(
愈
)

単
可
(
崎
)

贋
(
演
)

溢
(
溢
)

鴬
(
鷺
)

竃
(
竃
)

筏
(
帳
)

格
(
郁
)

鈎

(
勧
担
)

酋
(
曾
)

蝕
(
倣
)

曽
(
曾
)

辿
(
辿
)

掴
(
掴
)

屠
(
曙
)

腿
(
艶
)

剥
(
制
)

穆
(
修
)

迄
(
迄
)

叡
(
猷
)

崎
(
崎
)

溢
(
漫
}

迂
(
迂
)

鴎
(
鴎
)

噛
(
噛
)

倹
(
倹
)

察
(
繋
)

甑
(
鼠
)

事
(
薯
)

逗
(
逗
)

遡
(
週
)

樽
(
悔
)

辻
(
辻
)

賭
(
賭
)

濃
(
灘
)

箸
(
箸
)

瀕
(
瀕
)

侭
(
憤
)

莱
(
莱
)

果
(
昇
)

倍
野
(
管
)

溢
(
迦
)

潤
(
満
)

胸
(
卿
)

頚
(
顎
)

榊
(
憎
)

調節歎?量得碕

邸歎掻 m時
砺
(
偶
)

楢
(
信
)

溌
(
緩
)

夜
(
蔽
)

遁
(
麺
)

漣
(
漣
)

" 



l 市役所醐ーlIIl附〒臨=吋ト即町τ湾問目
式平成3年成人若草山

焼きで .成3相前:月四 『即日」に即，.念
7 トラク〆 p の2由民嶋成で拶行します
対象とほるの" 昭相 時 4月2回ー'"年同 l回生ま

れの人です.削 肺お送りしていますが届州h た

場合"直径会喝へお唱し〈だき、、な" .での来場ほど

岨げさい.くわしくは柚脳会・!i:Jf.".

く時間〉午前"時~同4時慢げ付けは1鴫 単から)

くところ〉市中時間 〈法制)

〈肉審〉斬峨人に・ることば、新成人の主張弐終了後

記念写実鍋 島

祝賀式

ネオン消灯にもご協力を

置
の
冬
の
火
の
員
「
若

t
t
z
z
f月

凶
目
「
成
人
め
目
」
に
行
わ
れ

自アルヲク河 J

円広志講溝金

「音楽と私」
午後3時-4時
(受"何け"'時半。句)

中央公民館(上三条町)

ま
す
・ζ
の

山

焼

き

に

俗

草

お

よ
そ
+
方
人
の
見
物
客
が
訪
れ
、

i
s
i
f
 

tζ
の

た

め

当

日

上

iizζ 

2
2す
-
E、
こ
の
目
、

毎
年

?
t
i
7
5

2
z
tう七
条

-
T闘
の
島
周
防
池

i
i下留

の
よ
う
に
草
録
直

属
と
忽
り
aeす
の
で

ご

F
ZいE

略
目

M
午
後
S
時
掲

分
に
花
火

Z
Eげ

帥円円，.〆

申00白寓
コンサート

午後7時-8時半
{受旬付"怯6嶋辛から}

史跡支4ヒセンター
(三条大路一丁目)

ら
れ
、

6
時
に
一
斉
に
点

k
s

れ
を
す
・
こ
の
山

-R'をき
れ

い
伝

3
2
花

火

金

自

に

26Rzzf

笹

野

す

る

よ

う

主

主

協

力
会
書
し
て
い

1・

水
道
管
に
も
妨
害
貨
を

厳
し
い
冷
え
込
み
に
よ
う
で

ー

ー

に

な

る

と

爪

湿
の
水
M
V
凍
噌
た
り
時
に
低

iz--bあ

り
ま
す
・
「
-
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
』

i
ι
iに冬
じ
た
〈

会
し
て
や
り
意
し

a
う
・

【

Zゃ
E
Z
H雪

2
1
1
2
-

て
い
る
と
こ
ろi
-
i
 

ζ

ろ
。
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

E
E
Eぐ
に
は
】

{
ロ
!

涯
に
あ
る
企
明
書
れ

u
b
ヲ
瓦

:
iっけ
ぞ
の

ま
品

Z
2い
よ

2
、

E
t
-
-
Z?か

袋

岨
Z

箱
舎
か
ぶ
せ
て
く
u
に
さ

市
A
聞
出
初
め
式

j
E
i
 

z
s
H
E
m
E
 

2
2舗
を

E
K
員

i
z
z
z
 

" 

【

a
z
i

af
z
tいと
き
に

は

4
E
S
E
-在

ロ

2
1

Zす
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
タ
治
ル

か

i
z
-
-
2

て

E
A
E
J
1

2
4
11
tし
て

く
だ
さ
い
・

【

i
zした
i

主
1
1
7
17

ポ
ヲ
ク
ス
の
ゆ
h
h
ゐ
る
冗
ぜ
ん

高

め

て

fと
め
る
か

Z
L
S
E
t
-プ

t
q
l
i
f
 

i
i
-

@
5
2
0
0
v
か
も
よ
り
の

水
道
局
公
昭
建
替
ヘ
連
絡
し
て

〈
作
さ
い
・

と
必
り
行
い
ま
す
・

と

e
T
I
n
g
品
E
S

E
t
-
-F;尚ノ

池
週
動
公
園
〔
法
蓮
町
v
・
爾

宮

崎

合

は

2
1
v

g
優
良
官
官

2

8
;水演
習
ど
.



雨宮抗市間'fifril:llD判 〒醐二条大館前回

布
繍
祉
作
集
所
の

入
所
者
を
募
集

λ
監
問
責
織
j

市
内
在
住
の
重

度
障
宙
骨
密
(
身
体
障
*
者
手
帳

E
品
草
堅
持
J
L

る
人
》
で
演
は
同
歯
車
刊
以
上
.
果
関

車への

E
品

ー

が

あ

り

作

喜

重

量

え

る

人
公
平
名
マ
作
軍
内
事
?

E
R

z
i
i
 

み

i生
録
、

2

第9回展市展「ならJ
出面作面を募集

陣
有
者
福
怯
作

-aE閉
ハ字
削

a

E
Eニ
l
-
総

合

理

セ

ン
タ
ー
内

包
ω
0
?
?
I
V

備
え
付
け
の

E
?
Z
B

乏
で
に
同

zzmヘ・
2
1

a
i
7
固
に
而
償
金
行
い
注
す
・

昔
話
乏

v
m
い
宮

ぜ

土

日

曜

d
t午
前
9

7
3品心身
z

i
i
f
 

三

4-i;
1内

包

@
0
7
7
1
)

ヘ・

1
3・EV
耳

短
大
守
火
.
子
専
修
学
後
忽
ど

，
の
渇
?
脅
A

霊
会
必
賓
と
す
る

人

星

空

回

し

て

く

ど

さ

2
、

i
i

金
の
納
付
ま
で
白
書
余
裕
M

R習
が

あ

;
Eで

i
M
?
z
iに

申
し
込
ん
で
〈

Zい

1
3
1人あ
た

り

『

以

内

マ

遂

罪

溢

市
柵
祉
作
禽
粛
の

補
助
指
現
員
各
募
集

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
の
進
学
ロ

l
ン

里
童
話

E
今
春

事
E
Eも
の
い
る
人
の

た
め
に
寸
週
学
ロ
ー
ン
』
を
投

i
:
1
2
 

に
理
解

z
f草
名

v

mEm適6
目
制
《
土
日
曜
、

問問、加問文化叫する輔噛印刷1!/'I'all::""'."!lI
り制文佃恥世日比 特 則自咽 rt.;1柵..れ
岬 J，3Jl6fl-13円、掛川公摘は三条町村.
時で・，のは16al:U:"A1:'， /'1'副未発衰のもの〈園内一市山岬'"入2点..出品邑で8ft-.幽晶手自民約肱健民...1開"っ，の湿りです.
。幽晶鍵嶋

岡 帽 1… で臨してく旧い.5(]'1"II!I~~IrI! ~II !lIi I IJ .. 
院旧酬とし"・
明 1刷出町闘ιτく自い.岬釜山場合唱'"園
&$I!Jt酬ι 踊肘....-...ω7..XHi.S..)l'Jl:tlfT. 
'晴 朗醐1"'..，!II!Tl5(]..， j前向島1周辺以内去し"
or，臨尊齢制限，- 、川，..酬とし 立体同岨幡15(]""，!lIH 

，..高~15(]"，駐日活幡町しH 【州 制時晴円相
ほ陣..ず，.

時 世向性が飯山醐，..以内"柑勿 ，r.:11制 Lてく行
さい.

同薦 制から金闘でとし醐董凶怜哨企して<t:~" . 軒高崎
つ切り以上仕上が円鶴崎，.・醐，..酬とし"。J:..覆

.醐Lやすいも臥聞をわ~"" j岨 を発するH ・M 却を蝿けるも
の引火山'.. 帥川、も@刊幽と風向山愛IHt
'tf 'Itん.
砂甘 い作...入 '叫に凶J色レペー'一岨tl5O<ax高村to..xAa醐
e・〉を使用できない禍t査があり撃す.
・咽絡に合わ"いもの凶変"付時ぜん崎

・嚇の開IJ""""lj~'.いで〈印、け川叫札
制 λ
.3111.2両日午前l嶋 一、午後・時.
・酎柄。附醐~ ' ~III.
……に叫へのめて臼 田比一ーをご
持.くどき" ，衡b似ごと，.
。震 情開ごとに》

市岡市."'..1名惨禍金嗣.，名惨禍験宵要員長官貧1静 時柑也
会貧】名砂契..若干<.
輔 i禽同.健闘畑、

5
E
E品
計

マ

E
T
3パ
ー
セ
ン
ト

マ
優

E

M働
退
学
賞
金
脂
質
保

E
z
i
p
-

E》
マ

申
し
込
み
期
間

4
品

目

ま

で

く
わ
し
い
こ
と
品
塁

融

i
E雨
量

E

一

宮

@
8
0
4
1》
dS

E
t
-の
S
Eヘ
聞

も
合
わ
ぜ
て
〈
wh
さ
い
a

県
司
濠
書
士
会
の

繍
院
蓋
記
無
料
銅
制
限

且
雫
苛
叫
桧
・
士
会
が
制
使
登
記

-m阿
制
緩
を
つ
ぎ
の
L
C

釘
り
開

傭

L
注
す
・

と
き

2
月
3
E倒
午
嗣
凶

?
長
3
時

Z
こ
ろ

鳳
文
化
会
館
ハ
霊
大
路
町》

マ
綱
畿
内
容

相
鶴
見
茸
配
、
不

動
俺

e
u民1
a問
裏
金
U
K

V

繍

置

;
i
-所属
の

司詰士

Eい
倉

E

・R
・町
塗
・
胃
士
会

ハ宮
鍋W
6
6
7

7
V

ヘ・

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

団
員
を
募
集

f
z
z
L良市
地

区章
、
2
3
Eの
1

2

1

1

1

1

3

2

 

i
z
主

1
6厚

生

z;zv

レ
ン

7
1
《君主

2

8開
号

室
し
て
い
ま

す・

i
z
E会の

i
322?
9
 

3
v

か主の

E
t
t

f
i
t
-

>; 



l 市獅町小1111判 〒聞こ義明同 町t同町目
総
合
福
祉
セ
ン
タiー
一

z
e⑩
0
7
7
0
 

F
A
MB
0
7
?
3
 

3

12
4
1
 

A
鋪

B
l
u
m目

3

品
目
の

Z
I草

ii3時
以
キ
マ
定
員
ι
心
身
障

w-nω
人

マ

内
嚢
?
ぺ
ン
で

の
ヂ
ヲ

ザ
三

重

画

E
E
S
A
M
 

4
日

2
A
E
1
8

2
2
1
E
S
3
E
 

i
i主障害
E

人

マ

内
容
7
;形
成
か
り
素
焼

き

橋

本

線

2
で
の
術

噂〈
申
し
込
み
V
は

Zに
語
、

氏

名

箪

齢

箪

笥

《

ヲ

，

i
雪

陣

容

の

自

回毎号~も決8

持
度
働
問
唱
名
を
・
い
て

1

月
初
日

s
t
E
t

i
-
-
i
 

俗

ni?i; 
衛
春
闘
語

網
"ω幌
大
会

き

1
月
幻
自
倒
午
前
問
時
か

ら
マ

2
2
ロ
占
人

E
L2
1
1月
n

E
E臣
、

と

手
づ
〈
リ
年
賀
状
作
品
展

お
〈
勺
た
人
L

と
も
ら
ヲ
た
人

E
S
T触
れ

T
Z

吟
ひ
つ
じ
写
に
ち

2
2

e専
の

摩

軍

事

型

木

Eの
ほ
か
、

7
3
2

Z
E
3
2
公
民

i
iでTHa

i
-
i
 

1角谷8包子子後211i!i-4

~ (~rず."隠午後 1 ・"
.らさt~t?:'ヲ 〈煎春

.." 
'J惨後'"'隼k鈎極圏兜
3∞人.鈎権圃蝿降必ず

保..岡修.

厩a
a砥 ねo肯定、組

"̂・k手あそび、"げ
え

1月'680でC、..で
耐 縄入青少年れ

き

。ところ

。と

員

。eし込み

。定

00醐
。肉曾

匂
カ
作
会
慢
な
し
ま
す
・

と
さ

l
月
四

aωws引
a

附

Z-
5
2
員鈍

2
且

m
p
r
l
《
上
三
条
町
】

宮
市
立
小
中
高
値
'
掌
校

図
面
エ
作
費
術
作
ea
展

4
1
2回目
T

午
後
4
時

挙

初

回
国
午
前
9

時
h
午
復
4
時
半
、
引
日
側
午

前

m
S時
1
午
後
2
時

マ
と
こ

る

喜
文
化
セ
ン
タ
ー

v

Z
2

3
娼
い
た

絵
歯

車・、
γ
作
包
ど
一
釣
醐

f
f
マ
問
い
合
わ
?

術
役
所
繍
場
環
へ
・

富
市
文
化
箇
舎
の
新
春
受
歓
舎

S
ASza-

-

マ

と
こ
ろ

市
中
央

ハ
良
空
喜
一
条
町
〕
マ
内

容一

初
後
九
か
る
化
会
《
午
後

2
E
i
T県
か
る
た
也

会
会
員
に
よ
る
情
尚
機
u
R
V

R
2
2し
t
i--
不

零

2
E会
場
ヘ
マ
問

い
合
わ

;

文

化

E
-

@
2
6
4
6
〕へ

市
体
害
季
大
会

ス
キ
l
競
控
室

ノ
白銀の世界へ
飛 ぴft自ぞラ
ー市スキースクールー

身時動.少え"え.'i h'!; t.刊に，
キ を過しみ、温泉にもつか，て，と体.

9 フ ν ，~墨し，し a う.

楊

古

川

Z
E
E

Z箱

Z
E
2

1
;i
自

転

A
タ
，
ス
ハ
宵
信
号
親
子
成

鉱
男
子
1
2
s
m
壮
観
男
子
、

女
王
、

E
B
-
-男

子

女

Z
園
経

C
ク
ラ
ス

《
中
学
生
一
男
子
宮
「
小
写

生
男
子
女
子
】
図
伝
S
ク

，
ス

A

男
チ

K
47
v

マ--

加
斜

醐
阿
ハ
保
険
制

v
v

;
i
 

h
z
Eに
住
所
、
昔
、

鈴
別
サ
生
鉱
山
九
日

鱒
縫
合
当

日車齢、

E
2プ、

幽
畑
町
福

M
可
所
持
級
海
絡
先

主

い

て

1
2
H
E
-

m"を届
耐
え
て
薗同
線
へ
・

警
げ
い
こ
と
鯵
禅
会

と
さ

1
2aT
百

官

午

前

4
1時
翌

日
『
草
2

2

-
i
t
-

-
i一
i
u

ztz'ニ
富
削
、

厳
樽
目
‘
同
年
の
窓
マ
対
象

市
内
の
中
高
大
学
生
と
一

般

の

人

自

の

書

に

型

て
い
る
人

E
し古

学

校

間

t
z
z
z

捌

egis

名、

一
般
多
加
費

u、
作
所
、

君

主

主

い

て

in凶

n
sで
に
量
で

Z
E

-
-開
会

〈干
醐
住
金
町

一
五
=三

ol
-
-内Z
6

1
6
3
v
へ
・

中
央
体
育
館
開
放
図

1

5
22
2
 

《
と
き
】
1
月
ロ
目

ω⑨
午
前

くと 酔 Z}l14B鼎"日側
〈と日〉白山一軒醐H 一喝

く定員>ro人

く0し肋〉柑附開備え仰向胴
に回目噛耐.

または賃上自敬、進絡先を嘗

いで 1月間までに書醐

U続淘阿〈守え代宿泊ヰ

保険同Uど)を"'て同捜ヘ.

" 

9
T正
午

自

軍

後

A
L
i
t
 

綱
阿梅
閏
】
パ
F
2
ン
ト
ン

5
?
z
g
s
 

i
f
書

鎗

:

ー
ズ

を
必
ず

Eし
て
く
だ
さ
い
・

目

i人
iし
て
く

だ
さ
い
・

鴻
ノ
泡
障
上
餓
佐
保
温
曙
開
種
目

港
建
町

宮
ω
0
0
0
1

E
7月
初
日
同
①
午
前

9
1
:富
市
?

d
l
y
テ
ス
ト
、
ゾ
・
4γ
グ

U
E
②
午
後
1
時
i
Y
4
時

j
i
a
 

て
き
姶
織
し
w

級
学
綬
等
の
タ
，
プ
荷
動
“
ゆ
で

3
1・5警
必

ず

使

m
Lて
く
だ
さ
い
・



京事抗市世所@j~alll l柑〒問調酔T白-，

j

gし

迅
ゐ
録
、
径
膚
担
同
ゆ
汐
-E
C
叙
室

。台
、
僅
開
反
省
、
年
前
《
掌
J

空
、
竃

E
且喜
・
い
て
蝿

め
旬
り
臼
惨
で

c
o--で
・
協

が
き

a-般
巳
ひ
と
り
1
線
宣
・

多
い

im宅
E
隠

不
妻
、
何
割
椅
・賓
隠
閉
さ
負
aE

・

議
iiE 
園

2
i
i
 

e
A
n
T
3月
初
日
の

匂
逼
I

火
噌
目
午
前
av時
半
S
午

後
i
時

b
m回
マ
定
員

価

人
話
人

v・
め
旬

u
ei月

時
四言
"と
E
E
8

2
月
笥
日
4
93
月
初
闘
の
毎

週
金
喧
日
午
前
9
時
与
も
正
写
-

M
函

マ

定

員

鋪
人
初
人

マ

E切
り

1
月
日
目

と

南

ii 
健
箪
崎
弥
働
敏

-m
LC
S
1

月

mBlaz-

-
日
午
前
9
時

T
H
E-

8
闘
円
v
・a
-
R

婦
人
初
人

マ
"
。
切
り

1
月
日
日
目

E
Z
lE

S

 1
月

M
B
3
3河
川崎
包
め
毎
逝

本
竜
日
午
嗣
宮
崎
学
1
U臨時
半・

8
同

マ

Z
T
m人

員
必
切
り

12
R

和
銀
縁
賓

と

さ

I
A

ロ
6
3月
自

の

量

本
曜
日

午
後
1
崎
学
1
4
時

マ

定
員

賢
官

Eめ
T

1
月
ロ
目

平
守層

?is 
初
心
宥
の
た
め
の
ワ
ー
プ
ロ

2

8
2月担
割

目

t月
1

6

i

q

e

司

自

の

gaE
9
E
t

午
午
後
の
簡
H
午
後
1
時
半

i
:E
i人

加

入

マ
舗
の
切
U

1
月
ロ

目

，京
.. 、 同

特否
EE民9:館
干

量生花

z
s
l

it-nzf 

曜
日
午
前

A
T
u
z

凶
厨

マ

定
員

災
住
U
A

人

マ
姐・
6
切
り

1
月
ロ
日

Z童

書室
， ~ 露

i
i
 

i
P
E
s
t
 ziマ

E
「自
化

2
t
i
i
 

苦
手
古
君
主
・

師

マ
定
員

女
性
部
人

v

f
ti--E
i
u日

ま
で
員
基
盤
へ
@

予防護種・.じ"

.亨李・"忘れな〈

-E
芸
品
帯
四
月

.
餓
以
k
と
念
講
保
護

俊

民

豊
富

E
の

人

員

斜

面
し

t
F
T
E
V

-a
申
し
込
み

‘
話
で

1
HM
m

目
ま
で
に
前

書

衛

生

晦

高

値
セ
ン
タ
ー
へ
・

成
人
健
康
相
続

Eに
つ
い
で

g
Eる

人
は
ご
目
白
台
い

?
血
圧
測
車

検
尿
を
行
A

つ
陪
か
、
金
員
に
健

聖
T
Sし
LE

-
対
象

Aw
・以
k
の
人
L
と
そ

の

Z
-
と
き

1
月
陥
回
附
午
後
I

E
S
S
E
 

12
f
f
 

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
・

成
人
歯
科
睡
康
帽
阻

t
聖
書

Z、
入
れ

歯聞
な
ど
口
健
に
闘
す
る
記
副院
三

214 (月)
ニ松ケ丘集金月時・あやめ

極小学校

215 (大) 柑畳費ケ丘公良酋

u喧f水} 大安-，西小学割

217 (本}
血高良帽6';-1</タ - .左

京}丁目聾会同時

218 (量〉 陪t.西町車会所

，mむ"松園台ニ ・ 丁目担金所
2!13(ホ} 事良偉健所

21!H;t;l 富雄中学蛇

21!5(量〉 西大事北小竿枝

0

4
1
月
四
日

i
引
日
は
市
。
県
毘
税
ハ
軍
4
期
分
》
の
納
期
で
す
・

倹
惨
事
で
胃
ガ
ん
横
膨

自
中
期
繕
見
絹
織
の
た
め

E
で

E
E
l-

-
鮒
魚

お
畿
日
以
」
の
人
〔
妊

婦
は

FV
;
;
 
長

爾ガン後髭日程

と
の
あ
名
人

M
Eに
ご
相
談

く
だ
さ
い
・・2
ω里
主
人
i

の
家
厳・8
13
R
E
m

?

正

午

宮
しま

E
E
書

E
f
Tへ
・

4
カ
同
開
局
瞳
康
監
査

受付時耐 ，筒同判トE欄場

-Z
生

後

;
月
の
子

・
内
奮

Z
E
E、

日
豊

霊

峰乳食

生
高
の
各
偏
鴻
日
曜
か
神
経
穿
朗

自
5
い
て
の

E
品
企

E
脅

-
日
程

八
事
及
促
健
所

〔高
木
辻
町

-
E

・6171
v
v
l月
U
第

2

8
火

TEat

j
へ
・

八
西

宮

Eセ
ン
タ
ー

議

集

2
1
2
61

1
v
V毎
月
期

1

2

3

-一月
曜
回
午
前
9
時
jll
m

崎・

各
自
商
吉
宗
良
湖
院
在
住
省
点
人
-

E予
約
が
必
需

初
兜
の
館
側
制
機
膨
と

む
し
歯
予
防
叡
室

検
診

網
膜
、
栄
喪
鍋
礎

筒

2
2
1
t
 

Z
E住
所
、
氏
名
宮

島
保
横
者
v

・
訴
轟
旬
、

精

短
時
聞
を
書
い
て

i
n
7日

1
鈎
悶
に
凝
血
保
健
所

ハ〒
醐

西
木
詮
喧

行

5
1里一ハ
置

?

1
7
1
v

t

f

習

は
司

町

豆

『し
み
ん
M

に
よ
の
」
ロ
月
1

日

2
3
2
1作

fomit 

付
け
目
に
旗
り
が

f
t
t

つ

1
2り
訂
正
し
干

制

1
月
鎚
E
岡

l
l
回
1
月
幻

自
冊

議長

便
利
怠
慣
盆
口
座
綬
留
納
税
を
ご
利
岡
く
だ
さ
い

ー
0

" 

と
き

2ii

品
川
崎
も
正
午
、

i

e部

1
時
半

j
時
半

v

i
z
i
E
 

員

2
島
山
花
と
傑
・
*・
各
図

面

マE

-聖

書



ω
寺
島

知
引
回

E
f
i、
fに
但

τ島
出

Eる
・
わ
が

宮

高

Z

と
ん
ど
が
う
噌

そ
号
と幽四
本
に
・
わ
れ

て
い
る
@
と
比
べ

E
E
Z
;・

1
t
i
t
i
 

-
7
Z
里

2
2
S

!
i
h
i
S
 

E
t
t
-る・

1
i
H
2
・2v

i
!
z
a
E
 

F
-
-
i
z
t
M
 

Z
Z量
り

〈

喜

の

書

量

破
し
仕
に
ち
が
い
は
い
・

きて

i山
T
-

E空
F
E
E
Z
E

-
i
e
iされ
て

J

q
E低
音

し

た
・

2;ι

‘
椅
代

@
'
ν
amに
An白
低
い
b
a・知

Eい
そ

E
2
2
t

+
武
闘
の
小
ト
品
n
旬
、
一
釦
阜
の
針
金
U
'

i
i
i
 

る
・

3
q
t
ilb

i
で
あ
る
・

2
2
R
E

l
i
-
3‘.
 

高

に
よ
れ
慢
す
で

t時
代
、

i
 
E
E》山
線

B
iz
-

E
Sして
い
る

さ

王

5
・

-時相
小
学
鎗
2
年

でR闘 ‘11γ 国 明日 |
" 

新
春
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

山
-
R
・
の
幽
血
罵

u、
一】

ahh軍
大
。
、

!
i
p
u
u
・

2号
が

2
1
;
t
t

一切
勾
い
の
で
安
眠

+eh一
七
=
ニ
V

2
2
2
1
z
z
 

の

q
tた
J
-宅
建

E

-
i
e
t
a
-
-とい

う・

igi 
iii 

ぐ
と
か
・
事

-maz--に
値
〈
と
日
唱

の

i
t
Z
E
E
-

る
・
し
か
し
、
こ
の
辺
の
の
・
M
R
M
W
探

富

豪

型

と

し
て
目

す

る

号

機
い
た
と

I
zsefであ

る
・三i

!

z;i 
品i嘗

のf
?
:
1
l
Iい
Iえよ
t

わたしの主号・ ・・

健亥

釜
湾
側
鍵
A

市
文
化
脳
会
会
員》

星

野

東

Af
'
z
'
ν

タ

)

先
議
え
り
か

大
き
な
空

f
s
 
'u、
と
て
も
い
い
・

2

ぽ
噂か鍋旬、

書
M
m
う
か
ん
で
い
い
銀
色
色
-

z
，
f
う
か
ん

aq

バ
ン
の
よ
う

3
2よ
そ

う

229・

a
Bき
ea
は

に

ζ
に
こ
L
て
L
る
・

震
の
バ
シ
ゃ
、

3
2う
sq

f
f
3い
て
い
る

T
E
E--』
E
E

-
-
見
て
る
と
、

E
Eにう
2
1
tt

積良市民置 . 

. 畠旭日本...暑と.聖ιぃ自量とすtl¥tXt..置を
守唖.古島"'むも"""' ~，， ~‘盲目tt.，<:呈It L. 

' ..u t量"ι'" 冒:H'ul'~司同ヲーヲ止、
."岨いA掴に也り量，.う.
ー.. 瞳量師事与‘J臨ん'"・".or.o民司 .tll"
に圃."ドH.う，
".掴"写血'"~. 開時， I: Ub t. tþt ・暗に圏
..ιd. 
-且"'.ゅ"ちづ，市且e掴阜で、量匝と圃..とれた
..い..孟い草ち 旬tt.Hd.

11111集11後11記l
今月咽車."たこ土げですが、白色L 也、

小書い':"'li<申空埴宇たんぼでよ〈たこ
上げH まL-f:， !>~うど小，，，..慣に入令た
寸らいにゲィ，カイトという掃だこ出現れ、

よ〈ょが唱ていた..¥Itf-Jl<すれば高〈上

.6lotll¥'ζ晶、何事島つ町げて、串とで

.，由民苦労Lた唱を寛止ている.

畠れ曲、ιf:.，f:十駐軍1.樋 ，τい屯い
骨に、'""型地が少t.l(Il.，τい畢ぜい
晶、子"たち申そういう置岳畠宜，.... 

暗暗，"，たように思う.

せー..，町正月です.か晶た宇ヨマ圃ι
など宵.白骨週t1t-'i!:....""布で轟ιんで
4τ".・腰、ゲーム祖母相手民趣.こと
"'~( r1守た子rもたちには厨陣で..町
でU'lいで1.うか. (NI 

旨r間一割，. 


	ぼくらの願いを大空に　辰市小学校で手作りのたこをあげました。
	奈良市長　西田栄三　創造と交流の世界都市めざし奈良市の飛躍へ
	奈良市議会議長　浅川清一　開かれた、建設的な議会運営をめざして
	ゴミ減量キャンペーン　実践例の部入賞作品紹介
	特選　“物の命”も大切に
	入選　着古したワイシャツなどはエプロンに！
	新春座談会　「創造と交流の世界都市―奈良」を語る
	世界の知恵集め　JR奈良駅周辺に新しい奈良の顔
	奈良らしい景観を残し歴史・文化を生かしたまちづくり
	奈良のまちづくりの姿勢を世界建築博覧会に
	みんなのページ　こんな自然みつけた　冬の来客
	サークル紹介　Sunshine
	わが家のひとくふう　ラップを使ったあとは…
	奈良ぶらり散歩　悲劇の両王子の石仏をたずねて
	ママさん特派員の眼　西部公民館　 “転勤奥さま教室”に参加して
	新しい戸籍は正しい字で　平成3年1月1日から
	平成3年成人式　祝賀式　記念アトラクション
	若草山焼きで交通規制　ネオン消灯にもご協力を
	水道管にも防寒着を
	市消防出初め式
	市展「なら」第9回展　出品作品を募集
	催し・教室
	新年子ども大会
	スポーツ
	白銀の世界へ飛び出そう！　市スキースクール
	公民館
	健康
	胃ガン検診日程
	祝日のゴミ収集
	奈良の四季　若草山の山焼き　新春のファンファーレ

